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主催：まちの研究所株式会社  森ビル株式会社 後援：港区 infoᯀfamily_green_atelier @machihoiku.jp ＊天候による開催判断等はWEB および Instagramにて発信いたします。▶
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日本の伝統的な暦の考え方
『歳時記』『二十四節気』をテーマに、
五感を通した体験や経験のつながりを感じられる、
こどもと、子育てファミリーのための時間と空間です。

コンセプトは「こよみの わ」。

FAMILY GREEN アトリエが、地域のみなさまにとって
出会いや交流のきっかけとなれば幸いです。

ゆったりと過ごしながら、心も感性も豊かになる。
都会の真ん中で、豊かな自然と
日本古来の文化に触れてみませんか？

会
場
港区立 我善坊横川省三記念公園
Gazenbo Shozo Yokokawa memorial park

対
象
0 歳 ～小学校低学年ごろ  ＊推奨
Infants to Early Elementary School Age
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○東京メトロ日比谷線『神谷町駅』
　5番出口  徒歩８分

○東京メトロ南北線『六本木一丁目駅』
　４番出口  徒歩２分
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東京都港区麻布台一丁目１番３号
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きょうの風を描く

推奨：3 歳～

推奨：3 歳～

＊ 5と7 のコンテンツ以外は 0 歳よりお楽しみいただけます

ぬくもりを織る

3 のフォトラリー

巡る季節、冬の先に

澄んだ空気とやわらかな日差しが心地よい小春
日和。公園のなかには、季節の気配　　小さ
な「小雪」を感じることができます。「今ここには、
どんな風が吹いているだろう？」感じた風の
かたちや色をキャンバスに描きます。集まった
子どもたちの感覚が重なり、つながり、その日
だけの公園の風景として立ちあがります。

冷たい風が吹きはじめ、ときおり雪の気配
を感じる小雪のころ。自然から受け取った
色や手ざわりをたよりに、大きな織り機に
糸を結び、布を重ねていきます。包む・まと
うという “ぬくもりのかたち” を探しながら、
子どもたちの指先から生まれる小さなあた
たかさが、冬をやさしく迎えます。

カメラで写真を３枚撮っていただきます。３回シャッターを押し
たら、そのカメラは次の方へ。シャッターを押すたび、その瞬間の
ワクワクや発見がフィルムに刻まれます。撮った３枚のうち２枚
は思い出としてお持ち帰りいただき、のこり１枚は掲示していき
ます。季節を重ねるごとに、そのときどきのアトリエの風景を
お楽しみください。

読まなくなった絵本をご自宅か
ら持ってきていただくと、読み
たい本と交換できます。みな
さんの新しい本との出会い、
そして絵本の次なる行方の扉
を開く機会となります。

絵本のこうかん会
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つづくミクロな世界の冒険 冬のかたち、小さな春5
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参加方法

事前申込不要です。
当日、直接お越しください。
お友だちとのご参加も
大歓迎です！
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二十四節気の「小雪」は、雪が降りはじめ、
山の上が白く雪で彩られはじめる頃。
冷えた空気は雨を雪に変え、秋の豊かな彩から、少し
ずつ白い季節への橋渡しがなされていきます。実りの
季節への感謝を感じると同時に、ぬくもりを感じる素材

と関わり、冬の訪れを歓迎します。
また、小春日和の公園内や観察エリアでは、さまざまな
命がすでに冬の先をみていることに気付かされます。
遠くの春を感じる中で、自分たちも「大きな季節のめぐり
の一部」であることを感じるきっかけになりますように。

まちの道具箱 まちに現れる小雪の風景
風の音、幹の肌、葉っぱの色　　。見慣れた
景色のなかに、昨日とは違う小さな変化が息づ
いています。「まちの道具箱」は、そんな発見
をそっと手助けする、仲間のような存在です。
ルーペやスケッチ用の鉛筆、季節の色カード
などが入っています。

植物たちは、秋に実を結び、冬にむけて葉を落としたあとも、
次の春へ向けて歩みを止めません。冬芽や球根、穀物や種。
ふわふわの毛、分厚い皮、さまざまな知恵をまとい、
冬を乗り越え、春を迎えます。
その小さな形や色、工夫に触れることで、創造のインスピ
レーションや季節が巡る大きな時間の流れを感じるきっか
けになることでしょう。

二十四節気の「小雪」。名前に “雪” がつ
いていても、時代とともに都会ではなかな
か出会えなくなった雪景色。大きなアクリ
ル板に、透明や白のカラーシートで “雪”
をそっと降らせていきます。光を透かしな
がら重なる雪の粒により、静かに「冬の始
まりの景色」が浮かび上がります。
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さまざまな自然素材があつまる
素材棚。公園という場から、間接
的にアイデアのつながりが生み
出され、思いがけない発見や
出会いが生まれます。素材カー
ドを手がかりに、新しい観察と
探索の旅へ出かけてみよう。

素材棚6


